
成績評価について 

 

(1)５段階方式の成績評価と GPAによる成績評価を併用 

①学則第１９条に基づき、各科目の成績評価は、90点以上をＳ、80点以上 90点  未満

をＡ、70点以上を、80点未満をＢ、60点以上 70点未満 をＣとしている。60点未満は

不合格としている。この成績評価に併用して、日リハ方式の GPA を導入した成績評価

を、前期、後期及び通年ときめ細かく評価行っている。 

 GPAは学生の履修した科目の１授業当たりの平均の成績を指す。 

(2)保護者への成績通知   

①通知書には、各科目の成績評価について５段階（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）の表記とともに、GPA

に基づく成績評価についても表記している。 

②なお、GPAによる成績評価については、学生の履修した科目に関する前期及び後期並び

に通年の１授業当たりの平均を表記するとともに、GPAの内訳としての成績評価を S（４

点）×科目数・A （３点）×科目数・B（２点）×科目数・C（１点）×科目数・D（０

点）×科目数と して表記している。即ち前期及び後期及び通年における１授業あたり

の平均成績評価である GPA とその内訳である成績評価を以下の通り例示として表記し

ている。 

【例示】 

年度 時期 GPA 通年 GPA値 S A B C (C) D 

2016 前期 0.80 0.80 0 2 1 0 1 6 

2017 前期 2.33 1.38 1 2 1 2 0 0 

2017 後期 1.76 1.58 2 4 3 4 4 0 

2018 前期 2.13 1.63 0 3 3 2 0 0 

2018 後期 1.80 1.71 3 2 3 3 4 0 

   

(3)GPA に基づく成績評価利用の要点 

本校では GPAを、①学生の授業理解度を把握し、今後の授業内容や教育方法を改善する

場合のデータ、②成績不振者への学習指導や進路指導のデータ ③留年、退学（進路変

更）の警告のデータ及び④成績優秀者の選出の参考データとして、利用している。 

 

【参考】「日本リハ方式 GPAに基づく特別学習指導 

ア 平成１８年４月１日より施行。  

       イ  日リハ方式ＧＰＡの特徴 

         ・日本リハビリテーション専門学校独自の基準である。 

         ・公平性・透明性に優れた基準である。 



       ウ  日リハ方式ＧＰＡ導入の目的 

           科目ごとに学生の授業理解度を把握し、一定基準を下回る学生への指導及び教

員の授業内容や方法の改善等を図るためのデータとして利用することを目的

とする。 

       エ 日リハ方式ＧＰＡ評価の利用方法 

           以下のデータとして利用する 

         ・成績不振者への進路・学習指導 

         ・留年、退学（進路変更）の警告 

         ・学生の授業理解度を把握し、今後の授業内容や方法を改善 

         ・成績優秀者の選定        

 

オ  日リハ方式ＧＰＡの算出方法         

（Ｓの科目数×４ﾎﾟｲﾝﾄ）＋（Ａの科目数×３ﾎﾟｲﾝﾄ）＋（Ｂの科目数×２ﾎﾟｲﾝﾄ）  

＋（Ｃの科目数×１ﾎﾟｲﾝﾄ）＋（Ｄの科目数×０ﾎﾟｲﾝﾄ） 

                                   履修科目数  

 

                                                ＝授業当たりの平均成績 

 

        （注）Ｓ・・・９０点以上 

              Ａ・・・８０点以上９０点未満 

              Ｂ・・・７０点以上８０点未満 

              Ｃ・・・６０点以上７０点未満 

              Ｄ・・・６０点未満（不合格） 

       本試験での成績（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）により、GPA評価を行う。 

             再試験や再々試験（特別再試験）の成績は GPA評価の対象外である。 

       カ 特別学習指導対象の基準 

        ・ GPA１.８以下の学生（全科目がＢ評価の場合はＧＰＡは２.０）は特別指導の対

象となる。            

        ・ GPA１.５以下の学生は留年・退学の警告の対象となる。 


